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ソグェー・トの気象学

当 舎 万・寿 夫
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　はしがき

　ソヴェートの一般気象学の歴史的発達はあまり知られ

ていない．最近までの大体の発展過程についてはS．

P．フロモフ（Khromov）（1）の記しているのを紹介して

おころ．特に，1950年代のものは後日項を改めて述べ

よ5・本項では・「般気象学についてだけに限り，医学

気象学・，農業気象学：，実験気象学等応用気象部門や高暦

気象発達史は別の機会に譲る．本文に出てくる学術機関

の活動範囲等については前述（2）・（3）を参照されたい．術余

談であ．るが，ソヴェートの国の呼び方であるが，C・C・

C●P●（エス●エス●エス●エル．英訳ではU．S．S．R．）

は，前芝氏（4）の論読に従って《ソ同盟＞といろ訳語を使

用する．

　1。18世紀の気象学

　18世紀までは，ロシヤでは気象学としては，独創的

な亀、のは見受げられない．

　18世紀に入ると・シャで最初の気象観測が1725年か

らペテルスブルグ（今のレニソグラード）の科学アカデ

ミーで行わ1れ，1779年からモスクワで行われている．

この時代は・シヤは，有名なぺ一トルー世の統治下にあ

って，ぺ一トルー世は欧洲文化の輸入に力を注いだ．ま

た・シヤ大陸の通商などで各地の気候が族行誌等に見受

けられている．

　しかし，気象学の発達を可能とする学者は18世紀の

後牛になって始めて現われている．

　即ち，ソ同盟が現在でも鯨敬している・シヤの大学：者

M・V・ラマノ図フ（Lomonosov）である．彼は気象学

の諸間硬を科学的に考察し，気象学の発展してゆく方法

を示した．実験や理論及び器械設計は彼に負5所が多

い・ラマノソフが作った器械のなかには，大気高暦を研

究する自記器械があって，彼が気象学の部門で系統立っ

＜カツトの説明＞
　水理気象出版所のマークで上部は風向，風力を測定す
る、ビルド式風信羅であって，下部は水理に関係ある波形
を表わし，・両方を組合せて図案化してある．

　ロシヤ文字は水理気象出版所の頭文字をとって並べて
ある．
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た考えと方針を持っていたことが知れる．18世紀中項

では，室中電気の実験が行なわれていて，ラマノソフと

G．V．リーフォマソ（Rikhman）はロシヤにおけるこ

の方面の研究者である（この頃アメリカではフラソクリ

ソが同種の実験をしている）．ラマノソフは室中電気の

諸現象について，初めて理論を作った（1753年）．彼は

また，気象学の研究方法や気象学の特殊間題に関する多

くの考えをのべている．

　2．19世紀の気象学

　19世紀に入ると国立の測候所がロシヤの各地に創設

せられ，，將来に韻ナる気象学の発達に多くの貢献をする

ようになった．19世紀中頃になると，気象間題を組織，

化して調査研究するのに，初めて中央気象研究所が出来

た．即ち1849年創立の中央物理観象台（後の中央地球

物理観象台）がペテルブルグに創設され，世界で初めて

この目的に沿って仕事を始めた．

　高層気象観測はIA．D．ザハーロフ・（ZakharOv）が

1804年に軽気球に乗って，ペテルプルグ上室を飛翔し

大気の垂直構造をしらべた．彼は風向が高さによって変

ることや気温の遽減するのをしらべた．これは世界最初

の飛行である．

　1850年までは，気象学の諸間題に，V．N．カラヂソ

（Karazin）は気象観測網を，編成する考えを出し，一大気

変化によって人類の活動に影響があることを唱えた・今・，

1A．クプフェル（Kupfer）は中央物i理観象台の創立者で，一

そこの初代台長になった人である．M乙F．スパツスキ

ー（Spasskii）は《モスクワの気候について＞という秀

れた書物を1847年に出している．

　シノプチツク気象学は．1870年代に，M．A．ルウイ・

カチョーフ（Rykachiev），P．Lブロウノフ（BroUnov），

B．1．スレズネフスキー（Sreznevskii），A．V．クロ

ッサフスキー　（Klossovskii）の研究によってはっきり

してきた．特にブロウノフの努力は，シノプチックの方

法で，赤道外の低気圧の運動による重要な事実と理論の

一致を確かめた（単独に熱帯低気圧の研究を行った）．

　同時代に，A・Lヴアイコフ・（VOeikov）は現代気候
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学の基礎となる研究をしている．彼は多くの大気現象を．

深く調査するのに気候学的な見方だげではなく，物理的

な見解に従って行った．これには特に，ヴァィコフが気

候形成の役割となることを強くのべた大気環流や水分循

環，積雪その他を関係ずげている．ヴァイコフは初めて

人類の大気変化に及ぼす作川や気候改造の問題を明らか

にし，しかも原理的に正しく取りあげている．

　大気．変化を研究するシノプチック気象学と併行して，

且つ，その影響によって，物理数学的な性質をもった気

象学の一分科，即ちダイナミック気象学が起ってきた．

19世紀の終りまでには，大気力学の研究に・シヤの学者

は目立っていない．他国ではヘルムホルツ等が有名であ

る．然し大気．熟力学の研究ではB．L　スレズネフスキ

ー（Creznevskii）の研究がロシヤでは光っていた．有

名な化学：者であるD．Lメソデレエ’一フ（Mendeleev）

は気体の物理学について多くの研究をし，これは当然気

象学への貢献となっている．彼はこの時代に高暦気象学

に必要ζなる観測を広く行弓ことを熱心に唱えた人であ

る．彼のこの計画が実行に移されたのは幾分遅れて，

1890年代に行なわれている．これによって気象学に新

段階が生れた．

　気候学研究や天気予報を満足させるのに気象観測網が

この頃，広く配置せられている．これには1868年から
　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ
1895年まで中央物理観象台の台長であるG．Lヴ』イル

ド（Vird）が指導者をしていて，・シヤ・気象業務の進歩

は目覚ましいものである．自記器械の発明によって，気

象観測所は多くの仕事をすることが出来，1878年には

パフロフスク市に磁気・気象観測所が開設せられた．

　1883年には第1回国際気象会議が開ヵ1れ，1882年～

1883年には国際ポーラー・イヤーがヴィルド台長によ

って組織された．この頃に・シヤの気象雑誌が発行され

ている．そのなかには，ヴァイコフを中心とするく気象

学・通報＞（後述、）が1891年に発行された．この薙誌は

ヴァイコフが会長となっている・シヤ地理学会気象委員

会で出版されている．

　3．20世紀初期

　高層気象観測は1890年代の初期に行なわれていて，

探測ゾソデと測風気球が便われている．爾この頃には高

山観測所も創設されている．パブロフスク市の高暦気象

部は，1902年に開設された．この時代の高層気象学の

研究はV．V．クズネツオフ（Kuznetsov）が有名であ

る．高層気象観測資料をシノプチック気象学に応用する

必要性は，ブロゥノフとスレズネフスキーが早くから考

えていて，その考え方が1910年までに，イギリスのナ

ピア・シヨーの研究に支持されている．

　ビジャークネスやぐルグレスが大気力学の基礎問題を

取扱って発展させている時代に，光量測定の研究がロシ

ヤの物理学者である0・D・フヴォルソン（Khvo1’son）
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によって基礎間題が取扱われた・これは1890年代であ

って光量測定法をクリチカルな解析でするために正確な

測定器を作った．光量測定の研究をしている最も偉大な

学者はV．A．ミヘリソソ（Mikhellson），S．Lサヴ

ィノフ（Savinov），N．N．カリチソ　（Kalitin）　であ

る．他国ではオソグストローム，キーバルがいる．

　エムデソが大気輻射耶衡を論じている時代（1913年）

に，統計的な比較とシノプチッ．クな取扱方法で天気の長

期予報の最初の研究が起った．・シャでは1912年に，

B．P．ムルタノフスキー（Murtanovskii）が始めた．

　空中電気の研究も大気イオソの発見（1889年）によっ

て新段階に入り，この頃にはヴァイコフとブ・ウノフは

農業気象学を創めた．

　第一次世界戦箏後は航室気象学が発達し飛行機を用い一

る観測が行なわれた．

　4．大＋月社会革命後（1917年以後）

　ソヴェート国家の種々の科学と文化は，大十月杜会主

義革命によって急速に発達した．だから気象業務と気象

学の理論研究は著しい発展をしている．

　1921年，・シヤ杜会主義連邦共和国人民委員会会議

の決定によって，気象網の復興と拡充が行なわれ，更に

ロシヤ肚会主義蓮邦共和国と他のソヴェート共和国に気

象業務が布かれた．1929年には，ソ同盟水理気象業務

が創設された．これは世界で最も広大な気象観測網や高

暦気象観測網を持っている天気についての業務機関であ

るばかりでなく，多くの大きな学術調査機関を持って、・

る．前述した中央地球物理観象台と並んで新らしい研究

所一即ち，中央予報研究所（Ts・L　P・）が193Q年

にモスクワに創立し，中央高暦気象台が1940年にモス

クワに出来ている．この他に極東’（1949年創設），カザ

ック（1951年創設）．ウクライナ（1952年創設）及び

ツビリス　（1953年創設）水理気象研究所や多くの地域

的な地球物理観象台と海洋観測所が出来て気象調査を行

っている．他に北極探槍調査と成暦圏研究が行なわれ

た．

　気象研究は多くの大学：（モスクワ大学，レニソグラー

ド大学等），ソ同盟科学アカデミー，同盟共和国科学：ア

カデミーの研究所で行なわれているが，特別な目的のあ

るものは，種々の管理下にある多くの研究所等で行なわ

れている．ソ同盟では気象学の研究には，学問的にコレ

クチー一フで仕事をしていて，気象学の諸部門での学派が

革命後作られた．

　ノールウェー学派のピヂャークネス，ベルシェロソの

影響を受けた前線学的なシノプチック研究が，ソ同盟で

は1930年前後にS．1．トロイッキー（Troiむskii）の

研究で同化され，天気予報に高暦観測を利用する必要を

のべた．

　ダィナミツク気象学のアヴェート学派は大気流体学の

”天気”　2・5
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諸間題・特に・大気乱流，低気圧の波動説，大気環流諭

に関する研究ほ　N．E．コーチソ（Kochin）とA．A．

フツドマソ（Fridman）である．彼等の研究はその門下

生によって好結果に解決せられている．ソ．ヴモート学者

の研究は箇々の気象要素の数値予報をするあに主要な役

割を演じている．これには1．A．キーベル　（Kiber）

の仕事がある．

　シノプチック気象学のソヴェート学派はA．1．アスク

ナジー（Asknazii）が基礎的組織者となって1935年頃

までに，天気の研究・予報の理論と実際の裏付けを行っ

た・ほかにA．F．ドゥブック（Diubiuk）．S．P．フ

ロモフ（KhrOmOv）がこの研究を受げている．

　1930年頃になるとP．Alモルチャノフ（Molchanov）・

がラヂオゾソデを発明し，大気前線と気団についての考

え方が深く掘り下げられ，気団の変蓬についての間題も

考えられた．1935年頃から高暦のシノプチック解析が

高暦天気図から行なわれた．大気の気圧場と温度場の関

係がしらべられている．

　ムルタノフスキーが創めた長期予報法ぽソ同盟の天気

予報に天気業務に用いられ，統計的な考え方による天気

予報はV・IU・ヴィゼ（Vize）が行っている．これら

のもっと複雑な問題を解決するのにG．IA．ヴァソゲソ

ハイム（Vangengeim）の研究がある．

　実験気象学には，V．N．アボレソスキー（Obolenskii）

が大気の人工制御の間題を取扱っており，室中電気の研一

究はP・N・トヴェルスキー（Tverskii）等が多くの

成果を牧めた．広汎な発達をしたのはN．N．カリチソ

（Kalitin）が多年にわたって研究した光量測定と大気光

学の研究であう．現在ソヴェートの気象学者の多くは，

大気輻射，熱，水分の李衡問題に理論的研究をしてい

て，Kh・P．パゴシャソ（Pagosian）はその研究者で

ある．

　第二次世界載雫からは気象器械が発達し，ラヂオ・ケ

ーター　（ソヴェートではレーダーを指す），ロケットに

よる気象学の発達がみられる．一・ケットは400kmの高

さに達一している．

　大気循環を基として，長期予報が行なわれ，ダィナミ

ック気象学は天気の推移を計算する問題が起っている．

天気を人工的に操作する研究，人工降雨の研究がある．

　1940年代からは大気の接地暦におげる物理学的変化

がソ同盟で研究されている．

　多くの学術的研究は気候学の方面でも行なわれてい
る．

　天気要素や天気予報の考察はソヴェートのあらゆる計

画杜会主義経済，即ち農業，航室，航海，鉄道及び自動

車運輸，事業，一保健等に重要な役割を持っている．種々

の経済部門に及ぶ直接サービス以外に，ソ同盟では農

業と保健に関係ある農業気象〔G．T．セリャニノフ

1955年5’月
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　（SelianinOv）その他が活躍している〕や医学気象学：の

研究がある．

　気象部門の研究者や技術者を養成するのにソ同盟には

　2つの特別水理気象研修所がある．大部分の大学でも気

象学の講座が持たれている．気象学に関する專問書や難．

誌はレニソグラードにある．『水理気象出版所』から発行
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヂ
．されている・難誌にはく気象学と水理学＞＜研究所叉は

観象台報告≧が出ている．気象学の研究はこの雑誌の外

に，ソ同盟科学アカデミーや共和国科学アカデミーの各

研究所報告にも．述べられている．ソ同盟地理学会には気

象学委員会が持たれている．

　5・第二次世界戦孚後のソ同盟と資本主義諸国との気

　　　象学

　この節には，ソヴェート百科辞典で，フロモフが述べ、

ている・通り記しておころ．．

　戦後，ソ同盟でも，資本主義諸国でも多くの気象学研

究の資料や報告が出されている．ここで，ソ同盟と資本

主義諸国との間に原則的な区別がはっきりとしてよ・る．

資本主義諸国，特に，アメリカ合衆国では，気象学は軍

事化する科学への態勢となって残留した．予算や研究題

目選定は，その方針としてすべて侵略職雫への準備とな

って決定せられている．このことから，天気業務は職時

・航室業務として卓越した考慮を沸うばかりでなく、載前

にはアメリカ合衆国で全然手のつげなかった北極の気象

学に特別な注意を彿っている．その他成暦圏についても

多くの特殊研究をしている．ソ同盟では，気象学は吐会

主義の亭和的建設事業と共産主義の技術経済基礎におか

れている．気象学はまた，人民民主諸国の李和的建設目

・的にもなっている．

　6．気象学を主とした雑誌

　気象学を主とした雑誌はく気象学と水理学（Meteor－

010giia　i　Gidrologiia）＞である．この難誌の前身は

く気象学通報（Meteorologicheskii　Vestnik）＞で，これ

は1891年から1935年まで，・シヤ地理学会気象委員会，

後のソ同盟地理学会気象委員会より出版されていた月刊

学術雑誌である．この難誌g創刊から25年聞（1891年

から1915年まで），＜気象学通報＞の編集者は気候・学

者で地理学者の4．Lヴァイコフがやっていた．1916

年まではヴァイコフの独創論文，覚書，随筆が主として

載っていた．ロシヤの気象学者である．P．1．ブロゥノフ

　（Brounov），A・V・クラッソヴスキー（Klossovskii），

M・A．ルウィカチョーフ（Rykachev），B．1．スレズ

ネフスキー・（Sreznevskii），G．A．リュバスラヴスキ

＿（Liuboslavskii），S．L　サヴィノフ．（Savihov），

N．　N．　カリチソ　（Kali“n），A．A．　カミソスキ＿

　（Kaminskii），V・N．アバレソスキー（Obolenskii），

IU．Mタシャカリィスキ轟（Shoka1’skii）等はこの難

誌に関係していた．雑誌には気象学，気候学，水理学，

23
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地磁気の論読が掲げられて，気象知識の普及と実用間題

への気象学の応用に大きな役割を演じた・1935年9月か

らく気象学通報＞はく気象学と水理学＞と名が変った・

　＜水理学と気象学＞となると内容は，一般気象学，シ

、ノプチツク，農業気象学，気候学，陸水学，水理予報．

海洋学．水理気象器械の設計，観測法，観測と調査組織

及び水理気象の報知と予報による人民経済へのサービス

という線に沿ろた論文，通報，難報，評論，参考書が述

べられている．

　1936年9月から1938年まで，ソ同盟水理気象業務

中央総局とソ同盟地理学会から出版され，1938年から

1941年まではソ同盟人民委員会管轄水理気象業務総局

（G．U．G．M．S．）より発行された．

　1946年から1949年までは，この名の雑誌の代りに

情報集（年六1冊）が出された．1950年9月からく気象

学と水理学＞は水理気象業務総局によって編集されてい

る．発行は前述の『水理・気象出版所』よりされていて，

年ぎめで邦貨760円，年6珊発行されている．．1955年

より我が国でも自由に購入が出来る．

　この他にアカデミーや研究所の出版物があるがこれに

ついては前に（2）のべてあるから参照せられたい．

　7．気象年報（Meteorologicheskii　ezhegodnik）

　各年の全国にある測候所の観測資料の記載せられて

いる刊行物である．これは多くの国の組織的気象業務に

よって出版され，気候，天気現象其の他の記入に使わ

れる．革命前まではく中央物理観象台年代記（Letopisi

Glavnoi　fizicheskoi　observatorii）＞の名で発行されて

いた．

　　　　　　　　　参　考　丈　献

　1．　Sovetskii　Bo1「shoi　Entsiklopediia，Moskva，

　　　1954．（大百科辞典）

　2．当舎万寿夫，ソヴェートの科学機関，『天気』，

3．

4．

1．

2．

Vo1．1，　No．8，　PP．　234～238，　1954・

同上（1）『天気』，Vo1．2，．No・1，PP26～28，

1955．

前芝確三，ソヴェートの政治，（岩波新書，191）

1955年・

　　ソヴェート気象学単行本（附記）

Monografii－krys　meteorologii（fizika　atmo－

sfery）気象学教程（大気物理学）

P．N．Tverskii編，レニングラード，1951・

V．一N．Obolenskii

Kms　meteorologii（気象学教程）

3．

4．

5．

6．

7．

8．

9．

10．

11．

12．

13．

14．

（注）

　モスクワースベル，ドロフスク，1944・

V．A．Belinskii

Dinamicheskaia　meteorologiia．（Dynamic
meteorology）　　　　　　　　　　　　　　．

　M－L　　　　1948
Dinamicheskaia　meteorologiia　（Dynamic
meteorology）N．E．KochlnとB．1．Izvekov

編第1～2巻
　L．　　1935～1937．
S．Pl　Khromov．

Osnovysinopticheskoimeteorologii（シノプチ

ツクつ気象学の基礎）

　L．　　1948
N．N．Kalitin
Aktinometriia（光量測定）

　L．一M．　　1938．
D．L．Laikhtmanと　A．F．Chudnovskii
Fizika　phzemnogo　sloia　atmosfery　（大気接

地暦の物理学）

　M－L．　　　1949．
V．N．KedrolivanskiiとM．S．Stemzat
Meteorologicheskie　pribory（気象器械）

　L．　　　1953．

P．A．Molchanov
Aerologiia（高暦気象学）

　L．　　　L征．　　　　　　1938．

A．V．KalinOvskii，N．Z．Pinus
Aerologiia（Metody　aerologicheskikh　nobli－

udenii）高層気象学（高暦観測の方法）

　L．　　　1951．

M．1．Go1’tsiman
Osnovy　Metodiki　aerofizicheshikh，izmerenii

（高層物理測定方法）　　　’　　　　　　　、

　M．　L．　　1950．
p．N．Tverskoi．．

Atmosfemoe　elektrichestvo（大気電気）

　L，　　　1949．

A．F．Khrgian
Ocherki　razvitiia血eteorologii（気象学・発達

大要）　　　L．　　　1948．’

P．N．Tverskoi，
Pazvi七ie　meteorologii　v　Rossii（ロシヤの気象

学発達）　　L．　　1949．
M．はモスクワ，L．はレニングラードで，発

行した場所を示す．数字は発行年次．を指す．

　上の単行本中8．の気象器械は筆者が買って（950円）

持っている．内容は気象器械の実用に非常に親切に説明

されている。その他は手に入らぬので不明である．

　　　　　　　　　　　　　　　　　（気象研究所）

専一－一＿．．曹．督1．＿．一－。．．．ロー，．電．罷．9一．．－四督量．一．一－、．＿．、髄．”＿＿師”・一・一・■。一”需”・一”・“．・・一髄一・一・一・騨”囎一・”貿・・一関齢”一・・網”一””■闘一’一－岡’ロ盧騨■闘騨一皿3甜’一”■■■■。。一畠醜『ロ麗一門’

（10頁からつづく）

たらよいかとい弓ことの概略をかいてみた．不備な点も

あると思われるが，多くの人々の討論によって問題点を，

明らかにしていきたいものである．本文でかいた要点は

正野教授をはじめ数値予報グルー・プの人々との討論に

よって形づくられたものである．特に低気圧の併合につ

いては正野教授から有釜な討論を頂いた．また“May

Storm”の実例は相原氏の行われたものを借用させても

らった．御好意に厚く謝したい．　　　（東京大学）

一
2
4

ぼ

”天気”　2・5

、


